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〔   NIRS（近赤外分光法）       〕 〔      抑うつ 〕 〔     前頭前野 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 
本研究の目的は，精神科クリニックに通院するうつ病患者に対して， NIRS 機器を用い
て， NIRS 測定による抑うつ症状評価の有用性を検討することであった．  





れている．また， fMRI や PET の先行研究の結果とも一致する．以上のように，本研究で




本研究 の結 果と 同様 に左前 頭前 野の 平均 賦活量 の増 加が 見ら れなか った とす る研 究で
は，ハミルトンうつ病評価尺度（以下 HAMD）得点が平均 5.3 点（ SD =4 .0）と寛解～軽
症域の患者や，軽うつ状態の患者を対象にしたものが多い．一方，左前頭前野だけでなく
右前頭前野の広範囲でも機能低下傾向が確認された研究では， HAMD17 項目得点が 16.6





院患者であり，ベックうつ病評価尺度（ BDI）は平均 16.56 点（ SD =8 .14）と軽～中等症
域であるが，罹病期間が平均 157 ヶ月 (SD =169)と長く，過去の抑うつエピソードも平均
3.9 回（ SD =3 .5）と多くなっていた．  
さらに，重症度と右前頭前野活動の関連を報告した研究は， HAMD21 項目が平均 16.7
±4.8 点と軽～中等症域であったが，罹病期間が平均 69.6 ヶ月（ SD =49.2）と長く，機能























性に十分留意し，先行研究との比較検討を行うことが重要で あると考えられる．  
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